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今
年
二
月
六
日
の
存
業
式
の
予
行

の

中
で
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、
二
十

四
回
生
四
五

一
名
が
新
た
に
入
会
し
、

会
員
数
九
王
八
七
名
に
な
り
ま
し
た
ｓ

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
の
評
議
委
員

の

中
か
ら
、
武
田
次
郎
君
と
菅
沼
慶
子
さ

ん
が
代
表
評
議
員
に
避
ば
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
か
ら
母
校
が
毎
年
奉
に

開
催
し
て
い
ま
し
た

「春
の
文
化
部
総

合
発
表
会
」
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
同
窓
会
が
企
画
し
て
い
た
ゲ

ス
ト
読
演
も
な
く
な
り
、
同
時
に
開
催

し
て
い
た
　
　
総
会
と

「卒
業
生
の
つ

ど
い
」
ｉも
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
こ
れ
を
機
左
ぼ

同
窓
会
も
新
し
い
運

営
を
考
え
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま

し

た
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
総
会
に

つ
き
ま

し
て
は
会
計
報
告

・
予
算
案

・
事
業
穀

告

・
事
業
計
画
を
二
月
に
役
員
会
で
，

審
議

・
承
認
し
て
い
た
だ
き
、
九
月
の

文
化
祭
で
会
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
費
用
や
手
間
が
か
か
る
た

め
、
会
員
全
部
に
案
内
や
会
報
が
送
れ

な
い
た
め
な
の
で
ご
理
解
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
同
窓
会
は
あ
く
ま
で
も
親

睦
団
体
で
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
と
ご

理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
忠

い
ま
す
。卜
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平
成
八
年
四
月
十
六
日
、
平
成
八
年

度
同
窓
会
総
会
が
母
校
の

「春
の
文
化

部
総
合
発
表
会
」
と
合
わ
せ
て
坂
戸
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ
ち

の
後
、
名
誉
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
平
成
人
年
度
事
業
報
告
々

会
計
報
告
、
平
成
九
年
度
事
業
計
画
４

予
算
案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

，た
。総
会
終
了
後
、
例
年
と
お
り
立
食
パ

テ
イ
ー
で

「卒
業
生
の
集
い
」
が
開
か

れ
、
約
六
十
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
、

な
ご
や
か
な
ひ
と
時
が
も
た
れ
ま
し

た
。開

組
灘
銀

四
月
十
六
日
、
坂
戸
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
「春
の
文
化
部
総
合
発
表
全
」

の
中
で
同
窓
会
の
主
催
す
る
ゲ

ス
ト
誰

演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
グ

ス
ト
は
、

「極
道

の
妻
た
ち
」

の
著
者

で
、
社
会
問
題
一女
性
つ
目
で
銃
く
と
ら

え
て
話
一題
を
呼
ん
で
だ
家
田
荘
子
さ
ん

で
し
た
こ

約

一
時
間
に
わ
た
り
、
取
材
活
動
を

と
お
し
て
体
験
し
た
こ
と
や
、
女
性
の

生
き
方
に

つ
い
て
の
話
を
し
て
頂
ま
し

た
。九
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９
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当
初
人
事
異
動

編
集
後
記

編
集
に
携
わ
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
事
務
局
ま
で
申
し
で
て
く
だ

キせ
い
。
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平成 9年 度総会資料

辮
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四
月
十
六
日

総
会

（坂
戸
文
化
会
館
）

春
の
文
化
部
総
合
発
表
会

ゲ
ス
ト
議
積

家

田
　
荘
子

六
月
十
五
役
畠
一会

九
月
七
爵
役
畠
一会

二
月
六
日
同
窓
・会
入
会
式

平

成

九

年

度

事

業

計

画

五
月
役
員
一会

八
月
役
晏
一会

九
月
役
員
会

・
懇
親
会

二
月
同
窓
会
入
会
式

平成 8年 度会計報告

歳 出歳 入

科 目 予 算 額 決 算 額

庶務費 ¥120,000 ¥226,459

会議費 Y100,000 ¥62.588

磨弔書 平20,000 ¥0

事業費 平1.600,000 平1.535、 654

春の文化祭 ¥1.200,O00 ¥835,654

事業準備牟 ¥400.000 ¥70、000

予備費 Y7.896 ¥0

合計 ¥1.847.896 ¥1,824,7111

鶴厳牟 ¥22.696

科 目 予  隻  額 決  豊  額

繰越金 ¥38,896 ¥38,896

23回 生入会金 ¥1、808.000 ¥1,808,000

雑収入 平11000 ¥501

合計 ¥1,847‐ 896 ¥1‐847.397

2

科 目 予  宣  箱

庶務費 ¥20.000

会議費 ¥100,000

憲 弔脅 ¥50、000

事業費

総会費用 ¥200.000

事業準備金 ¥lt 200.000

予備費 ¥77.196

合 計 Yl.827.196

鯉越金

平成 9年 度予算
1

科 目 予 算 額

繰越金 ¥22.696

24回 生入会金 ¥1,804,000

雑収 入 Y500

合計 ¥1,827, 食
Ｕ
ｎ
Ｖ
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